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Abstract: The deformed structure found in the Orido Tuff Member at Toyama Prefecture revealed 

that it was created by subaqueous landslide caused by rapid deposition of the tuff layer above the 

alternating layer of sandstone and mudstone. 
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はじめに 

 水中で地すべりが発生すると，すべった地層が破壊されることよって地層の短縮が解消され

る．それとは異なり，褶曲のような変形や低角な断層で上流側が乗り上げること（衝上）で解

消される場合もある．今回，中新世の日本海拡大時に形成された水中地すべり堆積物の変形構

造や衝上を記録した記録した巨大な露頭が現れた．水中地すべりの発生メカニズムを直接かつ

立体的に研究できる露頭として調査を継続し,同時にダイナミックな地質現象を伝えるジオサ

イトとして活用している．

経緯 

 本露頭は元々産廃場であったが，10 年ほど前から使用していなかった．今般，地権者の了解

を得て，大型重機を導入して崖錐堆積物と雑木を除去したところ，水中地すべりの構造を多方

向の断面で観察できる大露頭（南北約 80 m，東西約 70 m，高さ約 30 m の範囲に内向き斜面の

崖が「凡」字形に配列している）が現れた． 

地質概要 

＜層序＞本露頭に分布する地層は，下部中新統福平層の最下部に位置する折戸
お り ど

凝灰岩部層の凝

灰岩，凝灰角礫岩および凝灰質砂岩泥岩互層である［1］． 

＜化石＞互層中の泥岩には大量の生痕化石，まれに大型植物の葉片化石が含まれるが，年代決

定に資する微化石は検出されていない． 

＜岩相＞分布する地層は，岩相の特徴から下位より A〜G のユニット（A:塊状無層理な凝灰岩

および凝灰角礫岩，B,C,D:凝灰質砂岩泥岩互層，E,F:リップアップクラストを含む凝灰岩，G:A
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と同質）に区分した．A,G は折戸凝灰岩部層の基底部付近から連続する岩相で，一時的に B か

ら F の岩相を挟んで堆積したものである． 

水中地すべり構造 

B,C の互層は凝灰質砂岩部で級化構造をもって凝灰質泥岩に漸移しており，タービダイトの

整然層である．D の互層もタービダイト層であるが，C との境界付近をすべり面として滑動し，

層内に認められる逆断層を先端として滑動の上流側が短縮したことによって変形構造が形成

されたと解釈できる． 

E は級化構造もつ凝灰岩で，D を削り込んで堆積し，大量の D 由来の泥岩のリップアップク

ラストや D の上部を剥ぎ取ったブロックを含んだ，水中土石流堆積物である． 

以上の堆積状態から，D の堆積物が未固結なうちに E が急激に堆積し，それが起因して D, E

が滑動したと推定する． 

ユニット D の凝灰質砂岩鍵層の区別と内部変形構造 

 ユニット D の層厚は内部変形が認められない部分で約 5 m，有する部分で 10 - 15 m 程度で

ある．D を構成する互層は，岩相の特徴から 8 層（下位からレイヤー①〜⑧とする）の凝灰質

砂岩の鍵層とそれに重なる凝灰質泥岩の繰り返しで構成される．凝灰質砂岩，凝灰質泥岩の層

厚はそれぞれ 30 – 70 cm，10–30 cm 程度で，凝灰質砂岩基底部の極粗粒から上方細粒化し，

凝灰質泥岩に漸移する［2］． 

 これら鍵層を追跡すると，西側露頭では，横臥褶曲様の構造が見られるが，最も大きい変形

構造はレイヤー⑦，⑧が剥ぎ取られ，丸め込まれた構造をもっている（図 1）．一方，東側露頭

では，C との境界付近のすべり面が派生して低角断層となり，地層の重複が認められる（図 2）． 

まとめ 

 今回，本露頭における水中地すべり堆積物の変形構造をつくり出した原因の地質現象につい

ては，結論を導き出すことができた．しかし，変形構造の立体像や，それをもたらした滑動様

式の決定には至っていない．その解決には，鍵層のより正確なマッピングが不可欠である．  
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図 1．西側露頭．変形構造． 図 2．東側露頭．衝上による地層の重複． 
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